
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

目標値は達成できなかったが、救急救命士の有資格者数、救急隊数は共に増加しており、救急搬送体制の高度化と

いう点では、プラスな要因である。

このまま救急救命士有資格者の増加が続けば、常時救命士運用隊数も増加し、目標値の達成も可能であると考え

る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　常時、救急救命士が救急車に搭乗している状態を増加させることを目指し、救急救命士を養成したが、救急救命士有資格者は389人（R4）から401人（R5）へ増加したも

のの、救急隊数が76隊（R4）から79隊（R5）へ増加したことから目標値に届かなかった。令和５年の救急出動件数は令和４年の件数を上回り、過去最高値（速報値）を記録

しており、救急需要が高まっていることが大きな要因であると考える。※実績値算出方法　常時救命士運用隊数（70）／救急隊数（79）＝88.6％

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 7,800 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 8,717 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 94.86 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 88.6 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 96 ％ 目標値 97.3

時点･期間 R8年度

現状値 92.1 ％

目標値 93.4 ％ 目標値 94.7

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H3

終期

Ｋ  P  Ｉ

救急救命士の養成による救命士常時運用隊率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和５年度のKPIの実績は目標の1.5倍と想定を大幅に超える成果が出ており、令和6年度も目標値以上の成果向上

が見込まれることから、令和7年度はKPIの目標値引上げを図るとともに、これで頭打ちにならないよう、引き続

き市町と連携し広報活動を行っていく。

当初 事　項 救急業務高度化事業費 予算主管課 消防防災安全課

事　業

概　要

救急搬送体制等の高度化に向け、メディカルコントロール体制の充実強化を図

る。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

―

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

―

千円

決算額 12,831 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 13,127 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

件/月 実績値 件/月

達成率 247.67 ％ 達成率 ％

900 件/月

実績値 1486 件/月 実績値 件/月 実績値

700 件/月 目標値 800 件/月 目標値

R７年度 時点･期間 R８年度

現状値 — 件/月

目標値 600 件/月 目標値

時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間

Ｋ  P  Ｉ

＃7119の月間利用件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 「＃７１１９」救急安心センター運営事業費 予算主管課 消防防災安全課

事　業

概　要

相談者の症状の緊急度を医療従事者が判断する電話相談窓口(＃7119)を県と20市町共同で開

設し、救急車の適正利用や医療機関受診の適正化を図る。

始期 R5

終期

令和５年度　　事後評価シート


